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市
の
将
来
推
計
人
口
は
、
近
年
の
転

入
超
過
な
ど
を
背
景
に
、
前
回
の
ビ
ジ

ョ
ン
よ
り
も
人
口
減
少
の
速
度
が
和
ら

ぐ
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
掛
か
る
わ
け
で

は
な
く
、
20
年
後
の
人
口
は
現
在
よ
り

も
２
割
減
少
し
、
約
8
万
人
と
な
る
見

通
し
で
す
。

市
へ
の
転
入
は
好
調
、

合
計
特
殊
出
生
率
の
改
善
が
課
題

令
和
元
年
の
市
の
社
会
増
減
数
（
転

入
者
と
転
出
者
の
差
引
）
は
県
内
19
市

の
中
で
最
も
高
く
、
プ
ラ
ス
１
７
１
人

で
し
た
。

合
計
特
殊
出
生
率
（
１
人
の
女
性
が

一
生
の
う
ち
に
出
産
す
る
子
ど
も
の
数

を
示
す
指
標
）
に
つ
い
て
は
、
前
回
推

計
よ
り
０
・
０
４
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、

１
・
４
８
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
県
の
平
均
１
・
５
３
ポ
イ

ン
ト
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の

人
口
問
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
出
生
率
の
段
階
的
な
向
上
と
、
移

住
者
等
の
社
会
流
入
の
増
加
を
継
続
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

効
果
検
証　

総
合
戦
略
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く

た
め
、
計
画
期
間
中
も
随
時
検
証
を
行

い
ま
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
、
Ｐ

ｌ
ａ
ｎ
（
計
画
）、
Ｄ
ｏ
（
実
施
）、
Ｃ

ｈ
ｅ
ｃ
ｋ（
評
価
）、Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ（
改

善
）
の
4
つ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
業

務
を
継
続
的
に
改
善
し
て
い
く
手
法
で

す
。総

合
戦
略
に
設
定
し
た
29
項
目
の
数

値
目
標
な
ど
に
よ
り
効
果
検
証
し
、
対

策
の
追
加
、
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
必
要
に
応
じ
総
合
戦
略
を
改
訂
し

ま
す
。

総
合
戦
略
策
定
の
背
景
と
目
的

日
本
の
人
口
は
、
２
０
０
８
年
の
約

１
億
２
８
０
０
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て

減
少
局
面
に
入
り
、
２
０
６
０
年
に
は

約
９
３
０
０
万
人
ま
で
減
少
す
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
の
問
題
は
、
地
方
に
と
っ

て
も
大
き
な
課
題
で
す
。
人
口
減
少
に

伴
う
地
域
社
会
の
担
い
手
不
足
や
地
域

経
済
の
縮
小
は
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少

を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
、

地
域
の
魅
力
や
活
力
が
損
な
わ
れ
て
い

け
ば
、
日
々
の
生
活
に
必
要
な
基
本
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
困
難
に
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。　

こ
う
し
た
状
況
に
陥
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
今
の
う
ち
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
課
題
に
向
き
合
い
、
総
合
戦
略

に
よ
り
体
系
的
に
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
で
、
人
口
減
少
を
和
ら
げ
、
人
口

減
少
に
適
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
市
の
人
口
分
析
）

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
総
合
戦
略
の
基

礎
資
料
と
し
て
、
市
の
人
口
推
移
と
将

来
の
推
計
を
示
し
た
も
の
で
す
。
総
合

戦
略
の
改
訂
と
合
わ
せ
、
新
た
に
公
表

さ
れ
た
政
府
統
計
や
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
て
い
る
将

来
推
計
人
口
な
ど
を
用
い
て
、
内
容
を

見
直
し
ま
し
た
。

安曇野市人口ビジョン、第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略

特集１ 【 地方創生 】
「
し
ご
と
」
が
「
ひ
と
」
を
呼
び
、「
ひ
と
」
が
「
し
ご
と
」
を
呼
び
込
む　

そ
し
て
「
ま
ち
」
の
活
性
化
へ

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」・「
第
２
期
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定

人口ビジョンで示した
今後の目標人口と出生率

2025 年度 91,500 人
（出生率 1.60）

▼
2030 年度 89,000 人

（出生率 1.60）

▼
2040 年度 85,000 人

（出生率 1.80）

人口ビジョン、第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略は、市ホームページ、政策経営課（２階�番窓口）、各支所などでご覧いただけます。

持続可能な田園産業都市へ
　第２期総合戦略からは、移住希
望者向けのセミナーなどの移住に
つなげるための直接的なアプロー
チだけでなく、「関係人口の拡大」
を主要施策として掲げることとし
ました。関係人口とは、市と何ら
かの形で継続的に関わりをもって
いただく人たちのことで、この取
り組みにより安曇野ファンを増や
し、将来的な移住・定住にもつな
げてまいります。
　持続可能なまちづくりを推し進
めていくためには、市民の皆さん、
市内企業の皆さんとの連携、協働
が欠かせません。心豊かで、活力

のあるまちづくり
に向け、確かな歩
みを進めていきま
しょう。

安曇野市長

宮澤 宗弘

　つの基本目標と主要施策
第 2 期総合戦略では、基本目標の実現に向け、11 項目の「主

要施策」、29 項目の「目標値」を定めました。

　　　　新たな雇用を生み出す
◆主要施策　商工業の振興 ／ 観光の振興・戦略的な

地域ブランドの創出 ／ 農林水産業の振興

　　　　移住定住の促進とともに、関係人口を拡大する
　◆主要施策　移住・定住の促進 ／ 交流活動の推進

　　　　安心して出産し子育てできるまちをつくる
◆主要施策　出産・子育て支援の充実 ／仕事との両立

　　　　人口減少社会においても安心して
暮らし続けることのできるまちをつくる

◆主要施策　協働によるまちづくりの推進 ／ 里山再生（さ
とぷろ。）の推進 ／ 秩序あるまちづくりの推進
 ／ スポーツ活動の充実
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1990年 2000年 2010年 2020年 2030年 2040年

総人口 15歳未満 15歳～64歳 65歳以上

市の人口は 2010 年の
「96,479 人」がピーク

2040 年時点で「80,303 人」まで
減少。老年人口の割合も増加す
る見込みとなっています。

４

　では、少子高齢化による人口減少に歯止めを掛け、地域の活力を維持
することを目指して、令和 2 年度～ 6 年度の 5 カ年を計画期間とす

る「まち・ひと・しごと創生総合戦略」と「安曇野市人口ビジョン」を策
定しました。その概要について、お知らせします。

問政策経営課 471・2401　 671・5155

市


